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山本屋敷
江戸時代から残る武家屋敷 ～悠久の時を越えて～



山本屋敷とは・・・
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6,480㎡（約2,000坪）の広大な敷地
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重要文化財指定の話があったこと
からも、価値の高さがうかがえる
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アレックス・カー氏が「持って帰りたい！」と熱望したほどの

長屋門



7主屋



8現状平面図（主屋）

琴僲堂（きんせんどう）
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１０代藩主 徳川治宝 直筆の扁額



10琴僲堂
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朽ち果てた土蔵
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南側の石垣塀
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西側の敷地



1.目的
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山本屋敷は紀州徳川家と深いつながりがあり、歴史的にも文化的
にも価値が高い武家屋敷

今は空き家となり痛みが激しくなってきている

どうにかして価値ある屋敷を後世に残せないか

集客できる施設として甦らせる（例えば宿泊施設・カフェ）

・宿泊施設として整備することで市外からの人の流れを創出
・観光客はもちろん市民も集えるカフェを併設



世の中のブームとして、

古民家を宿泊施設やカフェとして活用する動きが盛んに

◇例えば・・・

（一般社団法人NOTE の事例）

Before Ａｆｔｅｒ
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（篪庵の事例）



有田市の“迎賓館”として、地

域住民はもちろん市民が誇り

に思えるような施設を目指す
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２．平成２８年度の取り組み①
（先進地視察）

・静岡、神奈川（静閑亭・長屋門公園）

・奈良（やなせ屋・源兵衛）

・徳島、香川（祖谷・宇多津）
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静岡・神奈川 視察（静閑亭）

清閑亭は黒田侯爵の別邸。前身は第一生命が保有。現在は小
田原市。国の有形登録文化財。
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静岡・神奈川 視察（静閑亭）
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静岡・神奈川 視察（長屋門公園）

長屋門は作品展などギャラリーとして活用されている
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静岡・神奈川 視察（長屋門公園）
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静岡・神奈川 視察（長屋門公園）
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奈良視察（やなせ屋）
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奈良視察（源兵衛）
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徳島・香川視察（祖谷）
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徳島・香川視察（祖谷）
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徳島・香川視察（宇多津）
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徳島・香川視察（宇多津）
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徳島・香川視察（宇多津）
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２．平成２８年度の取り組み②
（市民の意識醸成）

・アレックス・カー氏を招いての講演会

・山本屋敷の見学会

・ワークショップ２回
（パネルディスカッション・意見交換会）
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アレックス・カー氏による講演会
「地域資源を見直し、地域に誇りを」
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見学会
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見学会
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見学会
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パネルディスカッション
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港地区 意見交換会
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２．平成２８年度の取り組み③
（プラン作り）

篪庵にラフプランの作成を依頼

宿泊施設・カフェとしての活用案の提案を頂いた
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活用案平面図（主屋）



40活用案平面図（長屋門）
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イメージ図
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イメージ図



３．今後の進め方
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①所有者との協議を行う

（所有者山本氏の意向）
「個人での活用は困難であるが、市等で活用していただける
のであれば協力したい」

物件の権利移譲の方法について現在協議中

②地域でのワークショップ・勉強会を開催する



③基本構想の策定

篪庵が示したラフプランやワークショップで得られた意見を整理し、

基本構想を策定する

国が新設した「歴史的資源を活用した観光まちづくり連携推進室」等を

活用しながら官民が連携したベストな形を確立

有田市に眠る遺産を“迎賓館”として甦らせ、他
のプロジェクトとの連携を図ることで有田市の更なる
活性化に繋げる
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